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 AlbCrePtenff マウスでは、インスリンの主要なシグナル伝達分子 PI3K（phosphatidylinositol 
3-kinase）の阻害因子である Pten を肝臓特異的に欠失することにより、肝臓での恒常的なインス
リンシグナルの活性化と脂質合成がもたらされ、インスリン感受性亢進と重度の脂肪肝が同時に認









検討した。pair feeding では AMPK 活性が低下し、β酸化に促進的に働く PGC1α（peroxisome 






















  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。なお、本学位授与
申請者は、平成 27年 3月 27日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、合格と認められた
ものである。 
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